
【協議事項１】

地域医療介護総合確保基金

（病床の機能分化・連携支援事業）の活用希望について

目的：地域医療構想の達成のため，地域において不足している病床の機能への

転換のための整備費用等を助成する。

補 助 対 象 対 象 経 費

 急性期機能病棟又は慢性期機能病棟か ・施設整備

ら回復期病棟に病床の機能を転換するた (新築，増改築，改修に要する工事費又は

めの施設・設備に要する経費 工事請負費)

・設備整備(医療機器等の備品購入費)

 高度急性期機能病棟を新たに整備し，

又はそれらの機能を維持するために必要

な施設・設備を整備するために要する経

費

 急性期機能病棟並びに慢性期機能病棟 ・不要となる病棟(室)を他の用途に変更す

を削減するために要する経費 るために要する施設整備

(事業縮小) ・不要となる建物や医療機器の処分に係る

損失

・職員が早期退職する場合に要する経費

（参照）Ｐ８～ 令和４年度地域医療介護総合確保基金事業補助金概要

（県保健医療福祉課資料）

２ 活用希望医療機関

 【医療機関名】 鹿児島大学病院

【内 容】 高度急性期機能維持のため，救急救命センターの老朽化した設

備品整備(ＩＣＵ電動リモートコントロールベッド５台，体温管

理システム一式，急速輸液装置１台，超音波画像診断器一式ほか)

【補 助 対 象】 上記(2) 高度急性貴機能維持に必要な設備整備費

【金 額】 ２９，７８５千円(事業費：５９，５７０千円)
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資料１



 【医療機関名】 いづろ今村病院

【内 容】 急性期病床７床を回復期病床に転換するために要する施設整備

【補 助 対 象】 上記(1) 急性期機能病棟を回復期病棟に転換するために必要な

設備整備費

【金 額】 ３，９６０千円(事業費： ７，９２０千円)

３ 今後のスケジュール

過日開催の回復期専門部会及び本日の高度急性期及び急性期専門部会の結果

を踏まえ，10月末を目途に調整会議としての意見集約を行う予定。

時 期 専門部会・調整会議 内 容

10月24日(月） 第７回回復期専門部 ① 活用希望医療機関による説明及び質疑

会 ② 委員間協議

③ 部会としての意見集約

10月27日（木） 第10回高度急性期及 ① 活用希望医療機関による説明及び質疑

び急性期専門部会 ② 委員間協議

③ 部会としての意見集約

第９回部会長等会議

10月31日(月) 第18回調整会議 調整会議としての意見集約

11月初旬 県担当課へ鹿児島保健医療圏調整会議としての意見提出

11～12月 県の内示決定

県の内示後 活用希望医療機関による交付申請，県による交付決定

４ 各専門部会の協議結果 【別紙】

 鹿児島大学病院

ア 「第10回高度急性期及び急性期専門部会」協議結果

イ 「第９回部会長等会議」協議結果

 いづろ今村病院

ア 「第7回回復期専門部会」協議結果

イ 「第10回高度急性期及び急性期専門部会」協議結果

ウ 「第９回部会長等会議」協議結果
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１　医療機関の概要

２　事業の概要

当該病棟の入院基本料・特定入院料の適用

当該病棟の病床機能報告

増減 0 0 0 0 0

24
機能転換後（令和５年７月） 24 24

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計
機能転換前（令和４年７月） 24

施工面積 - ㎡

機能転換前 　救命救急入院料１、特定集中治療室管理料１　

機能転換後
　救命救急入院料１、特定集中治療室管理料１　
【届出予定時期】 -

事業内容
　高度急性期機能病棟の機能を維持するために救命救急センター（ＩＣＵ
14床、救急病棟10床）の老朽化した設備整備を行う。

事業目的・目標

　鹿児島保健医療圏は、県内で最大の患者受入先であり、特に高度急性
期の患者は圏域内外からの搬入が多く、県内唯一の特定機能病院とし
て、重篤な三次救急患者等の受け入れは責務である。コロナ等の新興感
染症等への対応には高度な先端医療を提供できる環境が不可欠であり、
老朽化した設備の更新及び高機能の設備整備が必要である。高度急性
期機能病院として、県内の医療機関と連携しながら、重症度が高い患者
の受入等を行い、県の最後の砦としての役割を果たしていく。

機能転換する病床数 ０床

事業区分
①施設整備（ 新築 ・ 増築 ・ 改築 ・ 改修　） 　②設備整備
③事業縮小（　用途変更 ・ 特別損失 ・ 早期退職　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○で囲む）

実施予定期間 令和４年11月１～令和5年3月31日 供用開始予定 令和5年4月

20 慢性期 計 612

事業対象病棟名 ICU、救急病棟（ICU14床、救急10床）

病床機能報告
(令和３年7月)

高度
急性期 524 急性期 68 回復期

感染症 1 計 653

各種指定状況
救急告示病院、救命救急センター、基幹型臨床研修病院、県がん診療連
携拠点病院、地域災害拠点病院、地域周産期母子医療センター、感染症
指定医療機関

診療科目

内科、精神科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産
科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、歯科、麻酔科、救急科、呼吸器内
科、消化器内科、腎臓内科、呼吸器外科、消化器外科、心臓血管外科、小児外
科、リハビリテーション科、病理診断科、矯正歯科、小児歯科、口腔外科

許可病床数 一般 612 療養 精神 40 結核

令和４年度　鹿児島県地域医療介護総合確保基金事業補助金
（病床の機能分化・連携支援事業）の事業計画概要

医療機関名 鹿児島大学病院 開設者名 国立大学法人鹿児島大学

医療機関住所・所在地 鹿児島市桜ケ丘八丁目35-1 構想区域 鹿児島保健医療圏
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事業費等
● 対象経費の支出額 ● 補助金額の算定

① 施設整備
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（A）

ウ　補助金額（ア、イいずれか少ない額×1/2）

② 設備整備
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（B）

ウ　補助金額（ア、イいずれか少ない額×1/2）

③ 事業縮小
⑴　用途変更

ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（C）
千円

ウ　補助金額（ア、イいずれか少ない額×1/2）

⑵　特別損失
ア　対象経費の実支出額（C）

イ　補助金額（ア×1/2）

⑶　早期退職
ア　基準額

イ　対象経費の実支出額（C）

ウ　補助金額（ア、イいずれか少ない額×1/2）

● 財源内訳

④ 補助金額合計
（①ウ＋②ウ＋③⑴ウ＋③⑵イ＋③⑶ウ）

千円29,785

※事業内容が分かる以下の資料を添付すること
　【施設整備】概略平面図（施工前と施工後が分かるもの：A３サイズ以下）、概算見積書等
　【設備整備】カタログ、概算見積書等
　【事業縮小】⑴概略平面図（施工前と施工後が分かるもの：A３サイズ以下）、概算見積書等
　　　　　　　　 ⑵不要となる建物や医療機器の処分（廃棄、解体、又は売却）に係る損失が分かる
　　　　　　　　　　書類等
　　　　　　　　 ⑶就業規則等の早期退職制度が規定されたもの等

千円

合計 59,570 千円

補助金 29,785 千円

自己財源 29,785 千円

千円

千円

千円 ×1/2＝ 0 千円

千円 ×1/2＝ 0 千円

6,000 千円× 人＝ 0

千円 ×1/2＝ 0 千円

千円

㎡＝ 0 千円

合計（A+B+C） 59,570 千円

小計　（C) 0 千円

千円×

千円

×1/2＝ 29,785 千円

⑵特別損失 千円

③事業縮小 対象経費の支出額

⑴用途変更 千円 59,570 千円

⑶早期退職 千円

千円

小計　（B) 59,570 千円

60,000 千円

59,570 千円

小計　（A) 0 千円

②設備整備 対象経費の支出額

医療機器購入 59,570 千円

×1/2＝ 0 千円

千円

千円

千円

千円 千円

千円

千円

千円× 床＝ 0 千円

①施設整備 対象経費の支出額

千円

千円
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鹿児島保健医療圏における地域医療介護総合確保基金事業補助金申請一覧

年度 申請医療機関 事業区分 内容
地域医療構想調整会議

としての意見

R3 中央病院
施設整備
（改修）

・集中治療室の患者監視装置の更
新
・申請額：10,175千円

当該医療機関の補助金
活用希望については，
高度急性期機能の維持
に必用な整備として妥
当とする。

今村
総合病院

施設整備
（改修）

・血管造影Ｘ線診断装置室の旧棟
から新棟への移設に伴う改修
・申請額：21,780千円

鹿医療圏の地域医療構
想の方向性に沿ったも
のではなく，補助金を
交付すべきではない

今給黎
総合病院

施設整備
（改修）

・急性期から回復期への転換に伴
う改修
【急性期67床→回復期67床】
・申請額：87,400千円

鹿医療圏の地域医療構
想の方向性に沿ったも
のであり，補助金の交
付は認められる

今村
総合病院

施設整備
（改修）

・集中治療室10床の旧館から新館
への移設
・申請額：16,070千円

基金の目的に沿うもの
と認められる

鹿児島
市立病院

設備整備

・集中治療室16床のベッドサイド
モニタの更新（H18年度に整備し
た７台のうち４台）
・申請額：14,742千円

基金の目的に沿うもの
と認められる

米盛病院 設備整備

・高度治療室病棟（８床）の新設
に伴う設備整備
【急性期８床→高度急性期８床】
・申請額：30,000千円

基金の目的に沿うもの
と認められる

鹿児島
医療ｾﾝﾀｰ

設備整備
・集中治療室の機能を維持するた
めに必要な設備の整備（17床）
・申請額：7,992千円

基金の活用可

成人病院
施設整備
（改修）

・慢性期病床10床を地域包括ケア
病床（回復期）へ転換するための
機能訓練室及び身障者用トイレ等
への改修
【慢性期10床→回復期10床】
・申請額：16,070千円

基金の活用可

R2

H30

H29
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